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月
11
日
に
、
平
成
27
年
美
浜
町
成

　
　
　

人
式
が
な
び
あ
す
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
、
成
人
を
迎
え
た
の
は
、
平
成
6

年
か
ら
平
成
7
年
に
か
け
て
生
ま
れ
た

１
２
９
人
の
方
々
で
す
。

　

式
に
は
、
色
鮮
や
か
な
振
袖
や
羽
織

袴
、
新
し
い
ス
ー
ツ
を
着
た
新
成
人
が
出

席
し
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
で
式
典
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
山
口
町
長
を
は
じ
め
、

来
賓
の
方
々
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が
贈

ら
れ
、
そ
の
後
、
新
成
人
を
代
表
し
て

小
野
遥
さ
ん(

金
山)

が
、｢

成
人
と
し
て
、

社
会
の
規
則･

秩
序
を
守
り
、
責
任
あ
る

行
動
を
と
る
と
と
も
に
、
美
浜
町
民
と
し

て
の
誇
り
と
自
覚
を
持
ち
、
成
長
し
て
い

く
決
意
で
す
。
こ
れ
か
ら
立
派
な
社
会
人

と
な
る
よ
う
一
生
懸
命
努
力
し
、
未
来
へ

向
け
て
一
歩
一
歩
、
力
強
く
歩
ん
で
い
く

こ
と
を
誓
い
ま
す｣

と
答
辞
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
成
人
式
実
行
委
員
会
主
催

の
立
食
に
よ
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
中
学
校
時
代
の
恩
師
か
ら
お
祝
い
の

言
葉
が
贈
ら
れ
た
後
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
等

の
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
た
ち
は
、
こ
の
日
の
た
め
に
駆

け
つ
け
て
く
れ
た
中
学
校
時
代
の
恩
師
や

旧
友
と
近
況
報
告
や
写
真
撮
影
を
行
う

等
、
笑
顔
で
再
会
を
喜
び
合
っ
て
い
ま
し

た
。

新
成
人 

新
た
な
門
出

平
成
27
年
美
浜
町
成
人
式

1

⑦式典後に行われた記念撮影

④凛々しい表情で式典に出席する新成人

⑪⑫旧友との再会に笑顔が溢れる

①新成人を代表して答辞を述べる小野遥さん ( 金山 )

⑬久しぶりの再会に盛り上がるレセプション

⑧⑨友達との思い出の 1 枚

⑩話題の自撮り棒を使い撮影

⑤⑥新成人の華やかな衣装

⑦

②

③ ①

⑫ ⑪

⑩⑬ ⑨ ⑤

⑧

④

⑥

③厳粛な雰囲気で行われた式典

②新成人を代表して記念品を受け取る田邉樹さん ( 金山 )

coming 
of age　
ceremony

祝
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二
十
歳
の
誓
い

　

成
人
を
迎
え
た
１
２
９
人
。

　

そ
の
中
か
ら
16
人
の
方
に
ご
登
場
い
た
だ
き
、
成
人
を
迎
え
て
の
抱
負
や

美
浜
町
へ
の
思
い
等
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①成人を迎えての抱負を教えて
　ください。

②美浜町について思う事を教え
　てください。

 質　問 

平
成
27
年
美
浜
町
成
人
式

①気がつかえて、周りを明るくでき
　るような人になります。

( 新庄 )
①何をするにも大人として見られる
　ため、自覚を持って生活したいです。

( 金山 )田邉　樹岸下　侑加

①幸せな家庭を築きたいです。

( 日向 )

①私たち新成人が、若い力で町を盛
　り上げたいです。

( 郷市 )八木　直也中野　紫央李

①美浜町で教員ができるように勉強
　に励んでいます。

さん

①自分の生きがいとなる仕事を見つ
　けて、社会に役立ちたいです。

( 佐田 )岸上　奈緒森本　悠太
①男性にかっこいいと思われる男に  
　なりたいです。

( 河原市 )山口　政郁

①県外に出てさまざまなことを経験し、
　親のありがたさを実感しました。
　いつか親孝行をしたいです。

( 久々子 )
①医師を目指して勉強に励んでいます。

( 佐田 )森　一将河嶌　梨江

①電気設備の施工管理の仕事に就き
　たいです。

( 松原 )

①グラフィックデザイナーを目指し　
　ています。

( 山上 )田中　芙由子松井　大知

①周りに迷惑をかけず、責任ある行
　動がとれる大人になりたいです。

( 郷市 )

①福井に戻リ教員になりたいです。

( 早瀬 )大　　惇人大迫　楓

①公務員になり、今までお世話にな
　った地域の方に恩返しをしたいです。

( 北田 )野﨑　美里

①町づくりに貢献できる大人になり

　たいです。

( 佐柿 )武長　諒

①看護師を目指して勉強しています。

( 佐野 )秋山　千穂

②美浜町は、人の温かい良い町です。
　今後さらに活性化してほしいです。

②自然豊かな美浜町が大好きです。

②美浜町は、自然いっぱい人の優し
　さいっぱいの良いところですね。

②イベント等でさらに美浜町を PR
　して、活性化してほしいです。

②美浜町がボートの町として有名で
　あることを誇りに思います。

②将来は、お世話になった美浜町の
　ために貢献したいです。

②離れて美浜町の温かさに気付きました。

②将来は美浜町に戻り、少しでも町
　に貢献したいと思います。

②人の温かさや落ち着いた雰囲気等、　　
　外に出て美浜町の良さが分かりました。

②美浜町は、自然が多く環境がすば

　らしいところです。

②美浜町は、帰ってきて落ち着く場所
　です。将来は、美浜町で働きたいです。

②美浜町は、海があり落ち着く良い
　ところですが、今後さらに活気あ
　る町になってほしいです。

②美浜町の豊かな自然を活かして、
　さらに町を PR してほしいです。

②へしこちゃんを改良して、さらに
　全国へ PR してほしいです。

②美浜町は、帰ってきたら迎えてく
　れる人がいる温かい故郷です。

②これまで育ててくれた美浜町には、
　感謝の気持ちでいっぱいです。

祝

( 河原市 ) さん さんさんさんさん

さん さんさんさんさん

さん さん さん さん さん
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町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、

4
月
1
日
か
ら
、
運
行
ダ
イ
ヤ
を
変
更
す
る
と
と
も
に
、
一
部

予
約
方
式
を
導
入
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
新
し
い
運
行
体
系
の
概
要
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
体
系
が
変
わ
り
ま
す

平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら　

　
　

で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
よ

　
　
　

り
利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
と
す

る
た
め
、
平
成
24
年
度
か
ら
美
浜
町
地
域

公
共
交
通
会
議
の
下
に｢
美
浜
町
新
公
共

交
通
体
系
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ｣

を
設
置
し
、
現
行
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
現
状
と
課
題
の
分
析
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　

検
討
の
結
果
、
現
行
の
バ
ス
は
、
車
両

の
老
朽
化
や
維
持
コ
ス
ト
の
増
加
、
利
用

者
数
の
減
少
等
、
多
く
の
問
題
点
が
浮
き

ぼ
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
町
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題

点
を
改
善
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
の
利

便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
バ
ス
の
運
行
体

系
を
見
直
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

老
朽
化
し
た
車
両
に
つ
い
て
、
利
用
者

数
の
少
な
い
路
線
に
小
型
車
両
を
導
入
す

る
等
、
各
路
線
に
適
し
た
新
し
い
車
両
に

変
更
し
ま
す
。

▼
ゆ
う
な
ぎ(

日
向
線)

　

14
人
乗
り
小
型
バ
ス

　
　
　

し
い
運
行
体
系
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

　
　
　

テ
ィ
バ
ス
の
問
題
点
に
加
え
、
福

祉
タ
ク
シ
ー
や
一
般
タ
ク
シ
ー
、
民
間
路

線
バ
ス
等
と
の
棲
み
分
け
や
整
合
性
を
踏

ま
え
、
次
の
と
お
り
と
し
ま
し
た
。

予
約
方
式
の
導
入

運
行
台
数
の
増
便

区分 運賃 備考

大人 300円 　12歳以上(中学生)

子ども 100円 　12歳未満(満12歳の小学生を含む)

幼児 無料 　6歳未満(満6歳の未就学園児を含む)

身体障害者等 免除

①身体障害者手帳の交付を受けている方で、級別が3級以上の方
②精神障害者健康福祉手帳の交付を受けている方
③戦傷病者手帳の交付を受けている方
④療養手帳の交付を受けている方
※乗車時に手帳等を提示してください。

バ
ス
停
の
増
設

▼
回
数
乗
車
券

町

新

↑現在のコミュニティバス (4 月 1 日より新車両に替わります )

※
利
用
者
の
多
い
朝
夕
の
時
間
帯
は
、

　

利
用
者
の
少
な
い
日
中
の
時
間
帯
に
電

話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
運
行
を
依
頼
す
る
予
約
方

式
を
導
入
し
ま
す
。　

　

予
約
便
は
、
利
用
者
が
い
る
場
合
の
み

運
行
す
る
た
め
、
効
率
的
な
運
行
が
可
能

と
な
り
、
更
に
、
予
約
の
な
い
バ
ス
停
を

通
ら
な
い
た
め
、
移
動
時
間
の
短
縮(

最

短
距
離
の
運
行)

が
図
れ
ま
す
。

　

な
お
、
予
約
便
は
出
発
時
間
が
決
ま
っ

て
お
り
、
利
用
者
で
乗
車
時
間
を
決
め

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
乗
り

合
い
状
況
に
よ
っ
て
発
着
時
間
が
変
動

す
る
た
め
、
時
間
に
余
裕
を
も
っ
た
行

動
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

運
賃
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
効
率
的
な

運
行
に
よ
る
経
費
削
減
に
つ
い
て
検
討
し

て
き
ま
し
た
が
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
を

は
じ
め
、
利
用
者
の
減
少
に
伴
う
１
人
当

た
り
の
運
行
経
費
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
、

更
に
、
今
回
導
入
す
る
予
約
方
式
や
バ
ス
停

の
増
設
等
を
踏
ま
え
、
次
の
と
お
り
と
し
ま

し
た
。

　

※
具
体
的
な
運
行
内
容
や
利
用
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
来
月
号
で

詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
ブ
ル
ー
ス
カ
イ(

丹
生
線)

　

29
人
乗
り
中
型
バ
ス

車
両
の
変
更

運
賃
の
改
定

※
予
約
は
、
原
則
１
週
間
前
か
ら
2
時
間

前
ま
で
と
し
、
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
場
合
は
、

乗
車
時
間
ま
で
に
連
絡
が
必
要
で
す
。

　

最
寄
り
の
バ
ス
停
が
遠
い
地
域
に
、

道
路
幅
や
車
両
サ
イ
ズ
を
考
慮
し
た

上
で
、
予
約
用
の
バ
ス
停
を
24
箇
所
増

設
し
、
従
来
不
便
で
あ
っ
た
地
域
の
利
便

性
向
上
を
図
り
ま
す
。

※
バ
ス
停
の
増
設
に
伴
い
、
予
約
便
の
運

行
経
路
は
従
来
の
経
路
か
ら
一
部
変
更
に

な
り
ま
す
。

運賃体系

▼
や
ま
び
こ(

新
庄
線)

　

14
人
乗
り
小
型
バ
ス

路線
現行 改定

定期便 定期便 予約便 計 (増便数)

ブルースカイ
(丹生線)

8便 5便 5便 10便 (2便)

ゆうなぎ
(日向線)

8便 5便 7便 12便 (4便)

やまびこ
(新庄線)

8便 5便 7便 12便 (4便)

計 24便 15便 19便 34便 (10便)

　

な
お
、
定
期
乗
車
券
及
び
回
数
乗
車
券

に
つ
い
て
は
、
定
時
定
路
線
、
予
約
を
問

わ
ず
従
来
ど
お
り
利
用
で
き
ま
す
が
、
普

通
定
期
券
の
み
1
个
月
あ
た
り
４
４
０
円

値
上
げ
し
ま
す
。
ま
た
、
目
的
地
が
乗
車

す
る
路
線
上
に
な
い
場
合
は
、
従
来
ど
お

り
1
回
分
の
運
賃
で
他
の
路
線
に
乗
り
継

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
，０
０
０
円(

１
０
０
円
分
乗
車
券
11
枚)

▼
定
期
乗
車
券

(

普
通)

６
，６
０
０
円(

１
个
月
あ
た
り)

(

学
生)

５
，２
８
０
円(

１
个
月
あ
た
り)

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
今
後
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

が
町
民
の
皆
さ
ん
の
よ
り
良
い
移
動
手
段

と
な
る
よ
う
に
、
平
成
27
年
4
月
1
日
か

ら
1
年
間(

平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で)

を
試
験
運
行
し
、
そ
の
利
用
者
状
況
や
ご

意
見
等
を
引
き
続
き
地
域
公
共
交
通
会
議

で
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
環
境
課　

(

担
当
・
上
野)　
　

　
　

 　
　
　
　
　
　

☎
32
︲
６
７
０
３

4 3

5 1

2

運
行
体
系
見
直
し
の
経
緯

新
し
い
運
行
体
系
5
つ
の
ポ
イ
ン
ト

※
車
両
デ
ザ
イ
ン
は
、
全
線
で
効
率
的
に

利
用
で
き
る
よ
う
統
一
し
た
デ
ザ
イ
ン
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

便
数
を
従
来
の
24
便
か
ら
34
便
に
増
便

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
お
お
む
ね
1
時

間
に
1
便
運
行(

2
時
間
で
1
往
復)

が

可
能
と
な
り
ま
す
。

従
来
ど
お
り
定
時
定
路
線
方
式
と
な
り

ま
す
。
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区　分 住民基本台帳人口 歳出額(A) 人件費(B) 人件費率(B/A) 24年度(参考)

25年度 10,197人 89億4,666万円 13億7,578万円 15.4％ 17.3％

区　分 職員数(A)
給　　与　　費 1人当たり

給与費(B/A)給　料 職員手当 期末･勤勉手当 計(B)

25年度 178人 6億766万円 7,830万円 2億1,344万円 8億9,940万円 505万円

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 241,040円 281,250円 328,450円

高校卒 202,300円 248,250円 297,433円

区　分 6月期 12月期 計

期 末 手 当     1.225月分       1.375月分   2.6月分

勤 勉 手 当 0.675月分   0.675月分 1.35月分

区　　分 平 均 給 料 額 平均給与月額 平 均 年 齢

一般行政職 304,703円 348,116円 40.9歳

区　分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

ラスパイレス指数 91.3 91.5 92.1 93.5

　町では、人事行政について、町民の皆さんに運営状況を明らかにしながら、更なる適正化を進めています。
　条例や町議会における予算の審議を通じて公表していることとあわせて、町民の皆さんにより一層ご理解いた
だくため、今月号では人事行政の運営等の状況をお知らせします。
　※その他の詳細な項目については、町のホームページで公表しています。　町ホームページ http://www.town.mihama.fukui.jp/

１．人件費 (普通会計決算) 人口は平成26年3月31日現在

※特別職及び公営企業等会計部門を除く。

※普通会計とは、一般会計に診療所会計を加えたものです。

※ラスパイレス指数とは、国の給料を100とした場合における美浜町の給料の指数です。

２．職員給与費 (普通会計決算)

６．平均給料月額及び平均年齢 (平成26年4月1日現在)

５．学歴･経験年数別平均給料月額 (平成26年4月1日現在)

７．期末・勤勉手当 (平成25年度支給割合)

３．ラスパイレス指数

区　　分 一般行政職 技能労務職 医療職(三)

高校卒 142,100円 139,500円 －

短大3卒 － － 191,300円

大学卒 163,600円 － 200,600円

４．初任給

※短大3卒･･･3年生の短期大学の卒業者

※給与月額は、給料月額に職員手当の額を加えたものです。

区　分 内　　容

扶養手当(月額)

配偶者　13,000円
配偶者以外1人目　6,500円(配偶者がいない場合は11,000円)
　　〃　　2人目以降　6,500円
※満16歳以上22歳までの子1人については、5,000円を加算。

住居手当(月額) 世帯主である職員に借家12,000円を超える家賃の額に応じ、最高27,000円まで

通勤手当(月額) 通勤距離2㎞以上で距離に応じて2,000円から31,600円まで

宿日直手当(1回) 4,200円　※5時間未満の勤務の場合 1回2,100円

管理職手当(月額) ・課長級　49,500円～57,800円
・総務課長補佐　29,700円～31,700円

区　分 町 　長 副 町 長 教 育 長 議　　長 副  議  長 議　員

給料･報酬月額 850,000円 670,000円 560,000円 300,000円 245,000円 235,000円

期末手当月数 2.95月分 3.1月分

区　分 職　員　数
対前年増減数

部　門 平成25年度 平成26年度

一

般

行

政

議　会 3 3
総　務 33 35 2
税　務 9 9
農　水 10 10
商　工 8 7 ▲1
土　木 8 8
民　生 62 52 ▲10
衛　生 14 17 3
小　計 147 141 ▲6

特
別
行
政

教　育 32 33 1
警　察
消　防
小　計 32 33 1

合　計 179 174 ▲5

公
営
企
業
等

病　院
水　道 5 5
交　通
下水道 2 2
その他 6 6
小　計 13 13

総　合　計 192 187 ▲5

区　分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

職　員　数 201人 194人 192人 187人

対前年増減数 ▲3 ▲7 ▲2 ▲5

期末手当は、給料･報酬月額に役職加算を乗じたものを基礎額とします。
※上記の公表金額は、税や各種保険料等を引く前の金額で、いわゆる手取り額ではありません。

※条例に定められている職員定数は250人

８．職員手当 (平成26年度分)

11．年次別職員数(実績)

９．特別職の報酬等 (平成25年度分)

10．部門別職員数 (平成26年4月1日現在)

美浜町人事行政の運営等の
状況を公表します



10広報みはま2015.2 月号11

種 類 試験区分 公告日 申込受付期間
試験日 最終合格

発表日第1次試験 第2次試験

高校
卒業
程度

事　務

平成25年7月5日
 平成25年

7月25日～8月15日
平成25年
9月22日

平成25年
10月26日

平成25年
11月12日

保育士

土木技師

管理栄養士

12．職員採用候補者試験の実施状況

□ 試験日程等

種 類 試験区分 採用予定数 申込者数
第1次試験 第2次試験

競争倍率
受験者数 合格者数 受験者数 合格者数

高校
卒業
程度

事　務 2 21 19 6 6 3 6.3

保育士 1 1 1 0 0 0 　　　　－    

土木技師 1 2 2 2 2 2 1.0

管理栄養士 1 4 2 2 2 1 2.0

計 5 28 24 10 10 6 4.0

□ 申込者数･受験者数･合格者数及び競争倍率

15．職員の福祉及び利益の保護の状況

健康診断･検診名 受診者数 決算額

定期健康診断 140人
1,866,098円

人間ドック 47人

　職員の健康の保持増進を目的とした各種健康診断等の厚生事
業は、労働安全衛生法等に基づき実施しています。

□ 職員の健康管理の状況

名　　称 美浜町職員組合

組合員数 172人

町補助金 1,000,000円

主な事業

事業区分 事業内容 参加人数

 福利厚生事業  人間ドック助成等11事業 239人

 教育文化事業  環境美化活動等6事業 147人

 組織強化事業  意見箱設置 －

　職員の福祉向上と互助共済を目的とした事業は、主に職員に
よる互助組織である｢美浜町職員組合｣が実施しています。

□ 美浜町職員組合事業の実績状況

　職員が仕事中や通勤途中でけがをしたり、仕事が原因で病気
になったりした時は、原則として公務災害として取り扱いま
す。

□ 公務災害発生状況

町長部局 議会事務部局 教育委員会
事務部局 左記以外 計

1人 0人 3人 0人 4人

(平成25年度分)

13．職員の勤務時間等の状況
勤務時間 午前8時30分から午後5時15分まで

休憩時間 正午から午後1時まで

※公務の運営上の事情により特別の形態によって勤務する
　必要のある職員(保育園等)は、上記以外の勤務時間の割
　り振りとなります。

降 任 免 職 休 職 降 給 合 計

0人 0人 1人 0人 1人

14．職員の分限処分及び懲戒処分の状況

※分限処分とは、公務の能率の維持及びその適正な運営の
　確保の観点から、職員がその職責を十分に果たすことが
　できない場合に行う処分のことをいいます。

□ 分限処分の状況

戒 告 減 給 停 職 免 職 合 計

0人 0人 0人 0人 0人

※懲戒処分とは、職務上の義務違反等公務員としてふさわ
　しくない非行がある場合に行う処分のことをいいます。

□ 懲戒処分の状況

(平成25年度分)

(平成25年度分)

(平成25年度分)

※お問い合わせ先 町総務課(担当･瀬戸) ☎32‐6700

美浜発電所の状況

　今回の報告では、12月18日から1月19日までの美浜発電所の状況等
についてお知らせします。

美
浜
１
号
機

美
浜
2
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

︵
平
成
22
年
11
月
24
日
～)

美
浜
3
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

︵
平
成
23
年
5
月
14
日
～)

　

第
27
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

︵
平
成
23
年
12
月
18
日
～)

　

町
で
は
、
平
成
25
年
9
月
に
、
東
京
電

力
㈱
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
教

訓
を
踏
ま
え
電
気
事
業
連
合
会
が
整
備
す

る｢

原
子
力
緊
急
事
態
支
援
機
関｣

の
誘

致
を
表
明(

広
報
み
は
ま
：
平
成
25
年
10

月
号
参
照)

し
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、

当
機
関
の
拠
点
と
な
る
施
設
の
整
備
場
所

や
規
模
等
が
決
定
し
、
準
備
工
事
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
本
施
設
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

｢

原
子
力
緊
急
事
態
支
援
機
関｣

の

拠
点
施
設
の
整
備
に
着
手
し
ま
し
た

︻
当
機
関
の
役
割
︼

︻
整
備
場
所
︼

︻
敷
地
面
積
︼

︻
整
備
計
画
︼

整備場所及び施設 ･ 資機材 ( イメージ )

● 

原
子
力
発
電
所
等
の
災
害
時
に
、
遠
隔

　

操
作
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
資
機
材
を
用
い
迅

　

速
に
事
故
の
収
束
活
動
を
支
援
。

● 

平
常
時
は
、緊
急
時
対
応
要
員
を
計
画
的 

　

に
訓
練
。ま
た
、ロ
ボ
ッ
ト
等
資
機
材
の

　

保
守
管
理
、改
良
等
を
行
う
と
と
も
に
、 

　

関
係
機
関
と
の
技
術
交
流
等
を
実
施
。

福
井
県
三
方
郡
美
浜
町
久
々
子
38
号
辻
堂

59
の
１
番
地

約
２
０
，０
０
０
㎡

平
成
27
年
度
に
整
備
が
完
了
し
た
施
設
か

ら
運
用
開
始
。

屋外訓練フィールド

調整池

資機材保管庫 ･ 車庫

鉄筋コンクリート造 2 階建

( 事務室、研修 ･ 訓練等 )

事務所棟

鉄骨造 1 階建

( ロボット保管、改良実証、車両保管 )

高線量の現場や高所からの状況把握

遠隔操作偵察 ･ 計測用ロボット

屋内外の障害物撤去等の現場作業

遠隔操作作業用ロボット

緊急事態対応要員や資機材の搬送、

現地指揮

現地指揮車両 ･ 資機材搬送用車両等

資機材等

梅街道

※
今
後
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
計
画
に
よ
り
面
積

　

増
と
な
り
ま
す
。
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各集落での住民税(町県民税)の

申告受付を2月23日(月)から始めます
■ お問い合わせ先　町税務課 ( 担当 ･ 馬野 ) ☎ 32‐6702

　
　
　

で
は
、
平
成
27
年
度
の
各

　
　
　

集
落
で
の
住
民
税(

町
県
民

税)

の
申
告
受
付
を
2
月
23
日(

月)

か
ら
始
め
ま
す
。

　

住
民
税
申
告
が
必
要
な
方
は
、

最
寄
り
の
会
場
ま
た
は
町
税
務
課

で
期
間
中
に
必
ず
申
告
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

町
申告受付日 会　　場 受付時間

2
月

23日(月)
早瀬生活改善センター 13:30～14:30

松原担い手センター 15:15～16:15

24日(火)
丹生公民館 13:30～14:30 

佐田公民館 15:15～16:15

25日(水)
坂尻多目的センター 13:30～14:30

久々子生活改善センター 15:15～16:15

26日(木)
佐柿国吉会館 13:30～14:30

南市文化会館 15:15～16:15

27日(金) 菅浜農業構造改善センター 13:30～16:00

3
月

2日(月)

上野生活改善センター 13:15～14:00

大藪生活改善センター 14:30～15:15

太田生活改善センター 15:45～16:30

3日(火)
麻生王の舞会館 13:30～14:30

新庄山村開発センター 15:15～16:15

4日(水) 日向漁村センター 13:30～16:00

※この会場では確定申告の受付はできません。

■ 住民税申告受付会場・日程

申
告
に
必
要
な
も
の

●  

印
鑑

● 

平
成
26
年
中
の
収
入
や
必
要
経

　

費
を
明
ら
か
に
す
る
書
類(

源
泉

　

徴
収
票
等)

● 

社
会
保
険
料(

国
民
年
金
保
険
料

　

等)

控
除
証
明
書

● 

生
命
保
険
料
、
個
人
年
金
保
険

　

料
、
介
護
医
療
保
険
料
、
地
震

　

保
険
料
、
旧
長
期
損
害
保
険
料

　

の
支
払
証
明
書

● 

医
療
費
控
除
を
受
け
る
方(

※)

　

は
、
医
療
費
の
領
収
書

※
医
療
費
の
支
払
額
か
ら
保
険
金
等

　

で
補
て
ん
さ
れ
る
額
を
差
し
引
い

　

た
額
が
10
万
円
を
超
え
る
場
合(

所

　

得
の
5
％
が
10
万
円
以
下
の
方
は

　

そ
の
金
額)

住
民
税
の
申
告
の
期
間

  

2
月
16
日(
月)

〜

3
月
16
日(

月)

● 

所
得
が
な
く
て
も
町
役
場
か
ら

　

申
告
の
案
内
の
送
付
が
あ
っ
た

　

方(

国
民
健
康
保
険
加
入
者
等
︶

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

　

平
成
27
年
1
月
1
日
現
在
、
美
浜

町
に
居
住
し
、
次
に
該
当
す
る
方

● 

平
成
26
年
中
に
所
得
の
あ
っ
た
方

※
所
得
が
給
与
や
公
的
年
金
だ
け  

　

で
、
支
払
者
か
ら
支
払
報
告
書
が

　

提
出
さ
れ
て
い
る
方
や
、
所
得
税

　

の
確
定
申
告
を
さ
れ
た
方
は
、
申

　

告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　確定申告をされる方は、税務署や町役場等の確定申告会場を
ご利用ください。

申告受付日 会　　場 受付期間

　2月16日(月)

～3月16日(月)
町役場 税務課

  9:00～11:00

13:00～16:00

※2月25･26･27日は、税理士が来庁して申告の指導
　や相談に応じます。

　
　
　

得
税
の
確
定
申
告
は
、
毎
年

　
　
　

1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
1
年
間
に
生
じ
た
所
得
の
金
額

と
そ
れ
に
対
す
る
所
得
税
の
額
を
計

算
し
、
申
告
期
限
ま
で
に
確
定
申
告

書
を
提
出
し
て
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た

税
金
や
予
定
納
税
で
納
め
た
税
金
等

と
の
過
不
足
を
精
算
す
る
手
続
き
で

す
。

　

申
告
が
必
要
な
方
は
、
税
務
署
ま

た
は
町
税
務
課
で
期
間
中
に
必
ず
申

告
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

● 

事
業
を
し
て
い
る
方
、
不
動
産
収

　

入
の
あ
る
方
、
土
地
や
建
物
を

　

売
っ
た
方
等
で
所
得
の
合
計
額
が

　

所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
方

● 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
給
与
の
年
収
が

　

２
，０
０
０
万
円
を
超
え
る
方

　

や
、
主
た
る
給
与
以
外
の
給
与
所

　

得
や
退
職
所
得
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外
の
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が

　

20
万
円
を
超
え
る
方
等

● 

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が

　

４
０
０
万
円
を
超
え
る
方
や
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金
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得
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で
公
的
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金
等
に
係
る

　

雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万

　

円
を
超
え
る
方

　

給
与
所
得
者
で
確
定
申
告
の
必
要

①
災
害
や
盗
難
、
横
領
に
よ
り
住
宅

　

や
家
財
等
の
資
産
に
受
け
た
損
害

　

等
に
つ
い
て
雑
損
控
除
を
受
け
る

　

場
合

②
病
気
や
け
が
等
で
支
払
っ
た
多
額

　

の
医
療
費
に
つ
い
て
医
療
費
控
除

　

を
受
け
る
場
合

③
家
屋
を
住
宅
借
入
金
等
で
新
築
や

　

購
入
、増
改
築
等
を
し
て
、(

特
定

　

増
改
築
等)

住
宅
借
入
金
等
特
別

　

控
除
を
受
け
る
場
合 

等

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す

確
定
申
告
を
す
れ
ば

所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
方

ネットなら便利!! 確定申告

確定申告 検 索
国税庁ホームページ www.nta.go.jp の
｢確定申告書等作成コーナー｣
で｢申告書｣を作成してください。

①24時間いつでも利用可能です。

②税務署に行く必要がありません。

③自動計算されるので、計算間違いがありません。

④データを保存すれば、いつでも作業を再開できます。

⑤保存したデータは翌年以降も利用できます。

メリット

申告期間:2月16日～3月16日まで

所得税の確定申告をお願いします
■ お問い合わせ先　敦賀税務署 ☎ 22‐1010

● 

平
成
25
年
か
ら
平
成
49
年
ま
で
復

　

興
特
別
所
得
税(

原
則
と
し
て
所

　

得
税
の
2.1
％)

を
所
得
税
と
併
せ

　

て
申
告･

納
付
す
る
こ
と
と
さ
れ

　

て
い
ま
す
。
記
載
漏
れ
の
な
い
よ

　

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　税務署では、国税庁のホームページを活用した申告書の

作成と、｢e-Tax( 国税電子申告 ･ 納税システム )｣ の利用を

推進しています。

● 

居
住
者
の
方
で
、
そ
の
年
の
12
月

　

31
日
に
お
い
て
そ
の
価
額
の
合
計

　

額
が
5
千
万
円
を
超
え
る
国
外
財

　

産
を
有
す
る
方
は
、
3
月
15
日
ま

　

で
に
国
外
財
産
調
書
の
提
出
が
必

　

要
で
す
。

※e-Taxを利用して送信する場合、電子証明書の取得(要手数料)やIC
　カードリーダライタの購入等の事前準備が必要です。

が
な
い
方
で
も
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
が

納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
場
合
に

は
、
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告

(

還
付
申
告)

に
よ
り
、
納
め
過
ぎ
た

税
金
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

確
定
申
告
時
の
注
意
点

■ 確定申告受付会場・日程

所


